
 疾病分類 　　疾病分類項目
   　　分　類　項　目　に　含　ま　れ　る　主　な　疾　患

 コ ー ド  （基本分類コード）

 ［Ⅰ］ 感染症及び寄生虫症（Ａ００－Ｂ９９）
 ０１０１ 腸管感染症 　コレラ，腸チフス，パラチフス，サルモネラ感染症，赤痢，細菌性赤

（Ａ00－Ａ09） 　痢，細菌性食中毒（注：有毒性食品の毒作用は1904へ），アメーバ赤
　痢，アメーバ性肝膿瘍，ウイルス性腸管感染症，腸炎（胃腸炎，大腸
　炎）（注：慢性腸炎，限局性腸炎，アレルギー性腸炎等の非感染性の
　明示された腸炎，胃腸炎，大腸炎は1112へ），下痢（流行性下痢，感
　染性下痢，伝染性下痢）（注：機能性下痢，アレルギー性下痢等の非
　感染性が明示された下痢は1112へ，新生児非感染性下痢症は1602へ）

 ０１０２ 結核 　結核（肺結核，結核性肺炎，結核性気胸，結核性胸膜炎，結核性髄膜
（Ａ15－Ａ19） 　炎，結核性腸炎，骨及び関節の結核，その他結核又は結核性と記され

　た疾病）（注：気管支拡張症は1011へ），硬結性紅斑，狼瘡（注：紅
　斑性狼瘡は1203へ，全身性紅斑性狼瘡は1310へ），粟粒結核，脊椎カ
　リエス，結核性アジソン病

 ０１０３ 主として性的伝播様式 　梅毒（先天梅毒，梅毒性角膜炎，梅毒性心筋炎，神経梅毒，梅毒性腹
　をとる感染症 　膜炎，その他梅毒又は梅毒性と記された疾病），脊髄ろう，進行麻痺，
（Ａ50－Ａ64） 　淋菌感染症（淋疾，淋菌性外陰膣炎，淋菌性前立腺炎，その他淋菌性

　と記された疾病），クラミジア感染症，軟性下疳，トリコモナス症，
　肛門性器ヘルペスウイルス［単純ヘルペス］感染症，そけい＜鼡径＞
　リンパ肉芽腫（そけい＜鼡径＞肉芽腫）

 ０１０４ 皮膚及び粘膜の病変を 　ヘルペスウイルス［単純ヘルペス］感染症（ヘルペスウイルス性髄膜
　 伴うウイルス疾患 　炎，脳炎，眼疾患，単純疱疹）（注：疱疹状皮膚炎は1203へ），水
（Ｂ00－Ｂ09） 　痘（水ぼうそう），帯状疱疹（帯状ヘルペス），麻疹（はしか，麻疹

　後脳炎，麻疹後肺炎），風疹（三日はしか）（注：先天性風疹症候群
　は1602ヘ），ウイルス性いぼ（単純性疣贅,尋常性疣贅），突発性発疹，
　伝染性紅斑（リンゴ病），手足口病，ヘルパンギナ

 ０１０５ ウイルス肝炎 　ウイルス肝炎，Ａ型肝炎，Ｂ型肝炎,Ｃ型肝炎,急性ウイルス肝炎，慢
（Ｂ15－Ｂ19） 　性ウイルス肝炎,流行性肝炎,伝染性肝炎，血清肝炎，劇症肝炎(ウイ

　ルス性)，感染性黄疸　（注：先天性ウイルス肝炎は1602へ）

 ０１０６ その他のウイルス疾患 　急性灰白髄炎（ポリオ）（注：ポリオの続発・後遺症は0108へ），ス
（Ａ80－Ａ99， 　ローウイルス感染症，クロイツフェルト・ヤコブ病，亜急性硬化性全
Ｂ20－Ｂ34） 　脳炎（ＳＳＰＥ），狂犬病，日本脳炎，その他のウイルス性脳炎（注

　：ウイルス性脳炎の続発・後遺症は0108へ，小児の脳性麻痺は0604へ
　），ウイルス性脳脊髄炎，ウイルス性髄膜脳炎，ウイルス性髄膜炎，
　デング熱，黄熱，ヒト免疫不全ウイルス[ＨＩＶ]病（ＡＩＤＳ），サ
　イトメガロウイルス病，ムンプス（おたふくかぜ，流行性耳下腺炎），
　伝染性単核症（腺熱，単核細胞性アンギナ［口峡炎］，ＥＢウイルス
　感染症），ウイルス性結膜炎，流行性角結膜炎，ウイルス性咽頭結膜
　炎，急性流行性出血性結膜炎，流行性筋痛症，ウイルス性心炎，（注
　：インフルエンザウイルスによる気管支炎・肺炎は1011へ，その他の
　ウイルスによる肺炎は1004へ，その他のウイルスによる気管支炎は
　1005へ）

 ０１０７ 真菌症 　皮膚糸状菌症，白せん［癬］（水虫，しらくも），輪せん［癬］（た
（Ｂ35－Ｂ49） 　むし），頑癬，皮膚真菌症，でん［癜］風（なまず），黒癬，カンジ

　ダ症（カンジダ性爪炎，鵞口瘡），アスペルギルス症，クリプトコッ
　カス症，コクシジオイデス症，ヒストプラスマ症，ブラストミセス症，
　その他の真菌症

◆  社会保険表章用疾病分類表(内容例示表)　◆
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 疾病分類 　　疾病分類項目
   　　分　類　項　目　に　含　ま　れ　る　主　な　疾　患

 コ ー ド  （基本分類コード）
 ０１０８ 感染症及び寄生虫症の 　結核の続発・後遺症，灰白髄炎（ポリオ）の続発・後遺症，ハンセン

　続発・後遺症 　病の続発・後遺症，トラコーマの続発・後遺症，ウイルス性脳炎の続
（Ｂ90－Ｂ94） 　発・後遺症，ウイルス性肝炎の続発・後遺症

 ０１０９ その他の感染症及び寄 ［細菌性疾患］　ペスト，野兎病（大原病），炭疽，ブルセラ症（波
　生虫症  　 状熱），レプトスピラ症，黄疸出血性レプトスピラ症（ワイル病），
（Ａ00－Ｂ99の残り） 　　ネコひっかき病，ハンセン病，非結核性抗酸菌感染症，非定型

　　抗酸菌感染症，破傷風（新生児破傷風），ジフテリア，百日咳，
　　猩紅熱（注：レンサ球菌による咽頭痛は1002へ），髄膜炎菌感染
　　症（髄膜炎菌性心炎，その他髄膜炎菌性と記された疾病），敗血
　　症（レンサ球菌性敗血症，肺炎球菌性敗血症，その他の敗血症）
　　（注：敗血性と記された疾病はその疾病の分類へ，分娩・産じょ
　　くに合併するもの又は原因疾患のあるものは原因疾患の分類へ），
　　放線菌症（アクチノミセス症），ノカルジア症，丹毒，ガスえ
　　［壊］疽，レジオネラ症（在郷軍人病），その他の細菌感染症，
［スピロヘータ］　回帰熱，ライム病（注：梅毒は0103へ），
［クラミジア］  オウム病，トラコーマ（注：トラコーマの続発・後
 　 遺症は0108へ），
［リケッチア］　発疹チフス（注：腸チフス，パラチフスは0101へ），
 　 つつが虫病，Ｑ熱，
［原虫］  マラリア，リーシュマニア症，トリパノソーマ症，トキソ
 　 プラズマ症，ニューモシスチス症，
［ぜん虫］　吸虫症，住血吸虫症，肝吸虫症（肝ジストマ症），肝蛭
 　 症，肺吸虫症（肺ジストマ症），横川吸虫症，エキノコックス症
 　 （包虫症），条虫症，フィラリア症（糸状虫症），鉤虫症，回虫　
 　 症，ぎょう虫症，アニサキス症，毛様線虫症，
［その他の動物寄生症］  シラミ症，かいせん（疥癬），ダニ症，ダ
 　 ニ皮膚炎，(注：サルコイドーシスは0302ヘ，ベーチェット病は
 　 1310へ)，

 ［Ⅱ］ 新生物（Ｃ００－Ｄ４８）

 ０２０１ 胃の悪性新生物 　胃癌，噴門癌，幽門癌
（Ｃ16）

 ０２０２ 結腸の悪性新生物 　結腸癌，大腸癌，上行結腸癌，横行結腸癌，下行結腸癌，回盲部癌，
（Ｃ18） 　Ｓ状結腸癌（注：直腸Ｓ状結腸癌，直腸Ｓ状結腸移行部癌は0203へ）

 ０２０３ 直腸Ｓ状結腸移行部及 　直腸癌，直腸膨大部癌，直腸Ｓ状結腸癌，直腸Ｓ状結腸移行部癌
　び直腸の悪性新生物
（Ｃ19－Ｃ20）

 ０２０４ 肝及び肝内胆管の悪性 　肝癌，肝細胞癌，ヘパトーマ，胆管細胞癌，肝芽腫，肝血管肉腫
　新生物
（Ｃ22）

 ０２０５ 気管，気管支及び肺の 　気管又は気管支癌，肺癌（注：胸膜中皮腫は0210へ）
　悪性新生物
（Ｃ33－Ｃ34）

 ０２０６ 乳房の悪性新生物 　乳癌（注：男性の乳癌も含む），ページェット病（パジェット病）
（Ｃ50）

 ０２０７ 子宮の悪性新生物 　子宮癌（子宮頚癌,子宮体癌）
（Ｃ53－Ｃ55）

 ０２０８ 悪性リンパ腫 　ホジキン［Hodgkin］病，非ホジキンリンパ腫，細網肉腫，バーキッ
（Ｃ81－Ｃ85） 　ト［Burkitt］腫瘍，菌状息肉症，セザリー病，リンパ肉腫
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 疾病分類 　　疾病分類項目
   　　分　類　項　目　に　含　ま　れ　る　主　な　疾　患

 コ ー ド  （基本分類コード）

 ０２０９ 白血病 　（急性・慢性）リンパ性白血病，急性リンパ芽球性白血病，ヘアリー
（Ｃ91－Ｃ95） 　セル白血病，白血性細網内皮症，成人型Ｔ細胞白血病（ＡＴＬ），

　(急性・慢性）骨髄性白血病，急性前骨髄球性白血病，骨髄性肉腫，
　緑色腫，急性骨髄単球性白血病，（急性・慢性）単球性白血病，赤血
　病，赤白血病，巨核芽球性白血病，巨核球性白血病，肥満細胞白血病，
　急性骨髄線維症

 ０２１０ その他の悪性新生物 　舌癌，食道癌，小腸癌，十二指腸癌，空腸癌，回腸癌，（注：回盲部
（Ｃ00－Ｃ97の残り） 　癌・結腸癌・大腸癌・Ｓ状結腸癌は0202へ，直腸癌は0203へ），肛門

　癌，肛門管癌，肛門縁癌，肛門皮膚癌，肛門周囲皮膚癌，肛門直腸移
　行部癌，胆のう癌，胆管癌（注：肝内胆管癌，胆管細胞癌は0204へ），
　総胆管癌，ファーテル乳頭膨大部癌，膵癌，その他消化器の悪性新生
　物，上顎洞癌，副鼻腔の悪性新生物，喉頭癌，声門部癌，声門上部癌，
　声門下部癌，胸腺の悪性新生物，悪性黒色腫，中皮腫（胸膜中皮腫),
　カポジ肉腫，腹膜の悪性新生物，外陰部癌，卵巣癌，絨毛癌，絨毛上
　皮腫，陰茎癌，前立腺癌，精巣［睾丸］の悪性新生物，膀胱癌，眼の
　悪性新生物，脳の悪性新生物，甲状腺癌

 ０２１１ 良性新生物及びその他 　上皮内新生物，上皮内癌（口腔，食道，胃，その他の消化器，中耳及
　の新生物 　び呼吸器系，皮膚，乳房，子宮頚部，その他及び部位不明の上皮内癌
（Ｄ00－Ｄ48） 　），上皮内黒色腫，良性脂肪腫性新生物，脂肪腫，血管腫，リンパ管

　腫，メラニン細胞性母斑，青色母斑，色素性母斑，乳房の良性新生物，
　子宮平滑筋腫，子宮筋腫，その他各種の良性新生物，その他性状不詳
　又は不明の新生物，真正赤血球増加症（真正多血症），骨髄異形成症
　候群

 ［Ⅲ］ 血液及び造血器の疾患並びに免疫機構の障害（Ｄ５０－Ｄ８９）

 ０３０１ 貧血 　貧血，鉄欠乏性貧血，ビタミンＢ12欠乏性貧血，悪性貧血，葉酸欠乏
（Ｄ50－Ｄ64） 　性貧血，たんぱく欠乏性貧血等の栄養性貧血，溶血性貧血，サラセミ

　ア（地中海貧血），鎌状赤血球貧血，遺伝性球状赤血球症，異常ヘモ
　グロビン症，溶血性尿毒症候群，発作性夜間ヘモグロビン［血色素］
　尿症（注：ヘモグロビン尿症は1800へ），再生不良性貧血，
　ファンコニ貧血，赤芽球ろう，急性出血後貧血，鉄芽球性貧血，その
  他各種の貧血

 ０３０２ その他の血液及び造血 　血液凝固障害，播種性血管内凝固症候群（ＤＩＣ），血友病（血友病
　器の疾患並びに免疫 　Ａ，血友病Ｂ），高ヘパリン血症，フォンウィレブランド［Von Will
　機構の障害 　ebrand］病，紫斑病，ビタミンＫ欠乏症による凝固因子欠乏症（注：
（Ｄ65－Ｄ89） 　新生児のビタミン欠乏症は1602へ），アレルギー性紫斑病，血管性紫

　斑病，シェーンライン・ヘノッホ紫斑病，特発性血小板減少性紫斑病，
　老人性紫斑病，（注：血栓性血小板減少性紫斑病は1310へ），毛細管
　ぜい弱症，血管性偽血友病，血小板減少症，無顆粒球症，好中球減少
　症，白血球増加症，類白血病反応，リンパ球減少症，脾疾患，脾機
　能低下症，脾機能亢進症（注：バンチ氏病は1109へ），メトヘモグロ
　ビン血症，続発性［二次性］赤血球増加症，多血症（注：真正多血症
　は0211へ，新生児多血症は1602へ），本態性血小板増加症，低ガンマ
　グロブリン血症，高ガンマグロブリン血症，複合免疫不全，サルコイ
　ドーシス，クリオグロブリン血症

 ［Ⅳ］ 内分泌，栄養及び代謝疾患（Ｅ００－Ｅ９０）

 ０４０１ 甲状腺障害 　甲状腺腫（結節性甲状腺腫，びまん性甲状腺腫）（注：甲状腺癌は
（Ｅ00－Ｅ07） 　0210へ），甲状腺中毒症，甲状腺機能亢進症，バセドウ病，グレーブ

　ス病，急性甲状腺炎，亜急性甲状腺炎，自己免疫性甲状腺炎，薬剤誘
　発性甲状腺炎，慢性甲状腺炎，橋本病
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 疾病分類 　　疾病分類項目
   　　分　類　項　目　に　含　ま　れ　る　主　な　疾　患

 コ ー ド  （基本分類コード）
 ０４０２ 糖尿病 　糖尿病，１型糖尿病，２型糖尿病，インスリン依存性糖尿病（ＩＤＤ

（Ｅ10－Ｅ14） 　Ｍ），インスリン非依存性糖尿病（ＮＩＤＤＭ），糖尿病性腎症，糖
　尿病性白内障，その他糖尿病又は糖尿病性と記された疾病，（注：腎
　性糖尿病は0403へ，妊娠・分娩・産じょくにおける糖尿病は1504へ，
　新生児糖尿病は1602へ，耐糖能障害は1800へ）

 ０４０３ その他の内分泌，栄養 　低血糖症，高インスリン症，ゾリンジャー・エリソン症候群，副甲状
　及び代謝疾患 　腺［上皮小体］機能低下症，副甲状腺機能亢進症，下垂体機能亢進症，
（Ｅ15－Ｅ90） 　末端肥大症，下垂体巨人症，高プロラクチン血症，抗利尿ホルモン不

　適合分泌症候群（ＳＩＡＤＨ），下垂体機能低下症，下垂体性低身長，
　シーハン症候群，シモンズ病，尿崩症（注：腎性尿崩症は1404へ），
　クッシング病，クッシング症候群，副腎性器症候群，アルドステロン
　症（コン症候群），アジソン病，ＡＣＴＨ［副腎皮質刺激ホルモン］
　の生産過剰，（注：結核性アジソン病は0102へ），卵巣機能障害
　（多のう胞性卵巣症候群，早発閉経）（注：閉経期及び女性更年期状
　態は1407へ），精巣［睾丸］機能障害，思春期遅発症，思春期早発症，
　多腺性機能障害，胸腺の疾患，その他の内分泌障害，カルチノイド
　症候群，低身長，体質性高身長，栄養失調症，ビタミン欠乏症
　（脚気，ペラグラ，壊血病，ビタミンＡ欠乏による夜盲，くる病）
　（注：腎性くる病は1404へ），栄養欠乏症，肥満症，ピックウイック
　症候群，過栄養，アミノ酸代謝障害（フェニルケトン尿症，チロジン
　血症，メープルシロップ［楓糖］尿症，シスチン尿症），乳糖不耐症，
　糖原病，腎性糖尿病，脂質蓄積障害，ポルフィリン代謝障害，ビリル
　ビン代謝障害，ウイルソン病，ヘモクロマトーシス，ビタミンＤ抵抗
　性くる病（注：腎性くる病は1404ヘ），アミロイドーシス，脱水症，
　その他の体液・電解質及び酸塩基平衡障害

 ［Ⅴ］ 精神及び行動の障害（Ｆ００－Ｆ９９）

 ０５０１ 血管性及び詳細不明の 　血管性認知症，動脈硬化性認知症，多発梗塞性認知症，詳細不明の認
　認知症 　知症（初老期認知症，老年期認知症）
（Ｆ01，Ｆ03）

 ０５０２ 精神作用物質使用によ 　アルコール使用（飲酒）による精神及び行動の障害，アルコール依存
　る精神及び行動の障 　症候群，急性アルコール中毒，慢性アルコール中毒，薬物嗜癖，
　害 　病的酩酊，アルコール性精神病，アルコールによる振戦せん妄，アル
（Ｆ10－Ｆ19） 　コール性認知症，コルサコフ症候群，その他アヘン・大麻・コカイン

　等の精神作用物質による精神及び行動の障害

 ０５０３ 統合失調症，統合失調 　統合失調症（妄想型，破瓜型，緊張型），統合失調症性カタレプシー，
　症型障害及び妄想性 　妄想性障害，パラノイア，パラフレニー型統合失調症，非定型統合失
　障害 　調症，境界性統合失調症，夢幻精神病，持続性妄想性障害，その他の
（Ｆ20－Ｆ29） 　非器質性精神病性障害，（注：幼児自閉症，幼児精神病は0507へ）

 ０５０４ 気分［感情］障害（躁 　双極性感情障害，躁うつ病（躁うつ病性精神病，躁うつ病反応），躁
　うつ病を含む） 　病，うつ病，反復性うつ病性障害（うつ病性反応，心因性うつ病，反
（Ｆ30－Ｆ39） 　応性うつ病），持続性気分［感情］障害，循環病質性人格，神経症性

　抑うつ，その他の気分［感情］障害

 ０５０５ 神経症性障害，ストレ 　神経症，ノイローゼ，恐怖症，不安障害，不安神経症，不安反応，不
　ス関連障害及び身体 　安状態，強迫神経症，急性ストレス反応，外傷後ストレス障害，心臓
　表現性障害 　神経症，解離性障害，ヒステリー，転換ヒステリー，心気症，神経衰
（Ｆ40－Ｆ48） 　弱

 ０５０６ 知的障害＜精神遅滞＞ 　知的障害，精神遅滞
（Ｆ70－Ｆ79）

 ０５０７ その他の精神及び行動 　摂食障害，神経性無食欲症，神経性大食症（注：食欲不振，多食症は
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 疾病分類 　　疾病分類項目
   　　分　類　項　目　に　含　ま　れ　る　主　な　疾　患

 コ ー ド  （基本分類コード）
　の障害 　1800へ），抜毛癖，ウエルニッケ失語，自閉症（幼児自閉症），幼児
（Ｆ00－Ｆ99の残り） 　精神病，チック障害，吃音症

 ［Ⅵ］ 神経系の疾患（Ｇ００－Ｇ９９）

 ０６０１ パーキンソン病 　パーキンソン病，パーキンソン症候群（注：続発性パーキンソン症候
（Ｇ20） 　群は0606へ），振戦麻痺

 ０６０２ アルツハイマー病 　アルツハイマー病，老人性アルツハイマー病，初老期型アルツハイマ
（Ｇ30） 　ー病,(注:老人性認知症，詳細不明の認知症は0501へ)

 ０６０３ てんかん 　てんかん，新生児けいれん（家族性），ミオクローヌス性アブサンス
（Ｇ40－Ｇ41） 　（欠神発作），点頭けいれん，レノックス・ガストー症候群，ウエス

　ト症候群，てんかん重積状態，てんかん大発作，てんかん小発作

 ０６０４ 脳性麻痺及びその他の 　脳性麻痺（先天性及び小児の脳性麻痺），片麻痺（弛緩性片麻痺，痙
　麻痺性症候群 　性片麻痺），対麻痺（弛緩性対麻痺，痙性対麻痺），四肢麻痺（弛緩
（Ｇ80－Ｇ83） 　性四肢麻痺，痙性四肢麻痺），その他の麻痺性症候群，馬尾症候群

 ０６０５ 自律神経系の障害 　自律神経失調症，家族性自律神経異常症，ホルネル症候群，神経原性
（Ｇ90） 　起立性低血圧症，シャイ・ドレーガー症候群（注：起立性低血圧症，

　起立性調節障害は0911へ），自律神経系のその他の障害

 ０６０６ その他の神経系の疾患 　細菌性髄膜炎，脳炎，脊髄炎，脳脊髄炎，ハンチントン［舞踏］病，
（Ｇ00－Ｇ99の残り） 　続発性パーキンソン症候群，ジストニー，ジスキネジー，本態性振戦，

　ミオクローヌス，舞踏病，ピック病，多発性硬化症，視神経脊髄炎，
　片頭痛，群発頭痛，血管性頭痛，睡眠障害，三叉神経痛，顔面麻痺，
　胸郭出口症候群，手根管症候群，重症筋無力症，筋ジストロフィー，
　水頭症（注：先天性水頭症は1702へ）

 ［Ⅶ］ 眼及び付属器の疾患（Ｈ００－Ｈ５９）

 ０７０１ 結膜炎 　結膜炎，急性結膜炎，急性アトピー性結膜炎，アレルギー性結膜炎，
（Ｈ10） 　慢性結膜炎，眼瞼結膜炎，（注：角結膜炎は0704へ）

 ０７０２ 白内障 　白内障，老人性白内障，外傷性白内障，（注：先天性白内障は1702へ，
（Ｈ25－Ｈ26） 　糖尿病性白内障は0402へ）

 ０７０３ 屈折及び調節の障害 　遠視，近視（注：変性近視は0704へ），乱視，不同視，老視，内眼筋
（Ｈ52） 　麻痺

 ０７０４ その他の眼及び付属器 　麦粒腫（ものもらい），さん粒腫，眼瞼炎（注：眼瞼結膜炎は0701へ
　の疾患 　），兎眼，眼瞼下垂，涙器の障害（涙腺炎，涙のう炎）（注：新生児
（Ｈ00－Ｈ59の残り） 　涙のう炎は1602へ），眼球突出，強膜炎，角膜炎，角膜潰瘍，

　糸状角膜炎，角結膜炎，角膜変性，円錐角膜，（急性・慢性）虹彩毛
　様体炎，前房出血，無水晶体，水晶体偏位,（注：糖尿病性白内障は
　0402へ），原田病，網膜絡膜炎，網膜剥離，網膜裂孔，網膜血管閉塞
　症，未熟児網膜症，老人性［円板状］黄斑変性，緑内障（注：先天性
　緑内障は1702へ），硝子体出血，変性近視，視神経炎（注：視神経脊
　髄炎は0606へ），斜視，廃用性弱視，眼精疲労，複視，視野欠損，色
　盲，夜盲（注：ビタミンＡ欠乏症によるものは0403へ），盲，失明

 ［Ⅷ］ 耳及び乳様突起の疾患（Ｈ６０－Ｈ９５）

 ０８０１ 外耳炎 　外耳炎，びまん性外耳炎，悪性外耳炎，外耳のせつ及びよう，外耳道
（Ｈ60） 　真珠腫
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 疾病分類 　　疾病分類項目
   　　分　類　項　目　に　含　ま　れ　る　主　な　疾　患

 コ ー ド  （基本分類コード）
 ０８０２ その他の外耳疾患 　外耳の軟骨膜炎，耳垢栓塞

（Ｈ61－Ｈ62）

 ０８０３ 中耳炎 　中耳炎，非化膿性中耳炎，（急性・慢性）滲出性中耳炎，カタル性中
（Ｈ65－Ｈ67） 　耳炎，急性化膿性中耳炎，アレルギー性中耳炎

 ０８０４ その他の中耳及び乳様 　耳管炎，乳様突起炎，中耳真珠腫，鼓膜穿孔
　突起の疾患
（Ｈ68－Ｈ75）

 ０８０５ メニエール病 　メニエール病，内リンパ水腫，メニエール症候群
（Ｈ81.0）

 ０８０６ その他の内耳疾患 　内耳炎，耳硬化症，前庭神経炎，音響外傷，騒音性難聴
（Ｈ80，Ｈ81.1-
Ｈ83）

 ０８０７ その他の耳疾患 　伝音難聴，感音難聴，先天ろう［聾］，（注：騒音性難聴は0806へ），
（Ｈ90－Ｈ95）   老人性難聴，突発性[特発性]難聴，耳痛，耳漏，耳出血，耳鳴，聴神

　経障害

 ［Ⅸ］ 循環器系の疾患（Ｉ００－Ｉ９９）

 ０９０１ 高血圧性疾患 　高血圧，本態性［原発性］高血圧，腎硬化症，高血圧性腎症，動脈硬
（Ｉ10－Ｉ15） 　化性腎硬化症，高血圧性腎不全，二次性［続発性］高血圧，腎血管性

　高血圧，高血圧性心疾患，高血圧性心腎疾患

 ０９０２ 虚血性心疾患 　狭心症，不安定狭心症，労作型狭心症，急性心筋梗塞，再発性心筋梗
（Ｉ20－Ｉ25） 　塞，ドレッスラー［Dressler］症候群，アテローム［粥状］硬化性心

　疾患，陳旧性心筋梗塞，心室瘤，冠状動脈瘤（注：先天性冠状動脈瘤
　は1701へ），冠塞栓，冠状動脈血栓症，冠状動脈硬化症，冠不全

 ０９０３ その他の心疾患 　リウマチ性心疾患，急性リウマチ性心膜炎，急性リウマチ性心内膜炎，
（Ｉ01－Ｉ02.0， 　急性リウマチ性心筋炎，リウマチ性舞踏病（シデナム舞踏病），僧帽
Ｉ05－Ｉ09,Ｉ27, 　弁狭窄症，リウマチ性僧帽弁閉鎖不全症，リウマチ性大動脈狭窄症，
Ｉ30－Ｉ52） 　リウマチ性大動脈弁閉鎖不全症，三尖弁狭窄症，三尖弁閉鎖不全症，

　（注：心臓併発症の記載のないリウマチ熱は0912へ，リウマチ性肺疾
　患は1301へ），原発性肺高血圧症，肺性心，急性心膜炎，感染性心膜
　炎，慢性収縮性心膜炎，大動脈弁峡窄症，心タンポナーデ，大動脈弁
　閉鎖不全症，肺動脈弁狭窄症，肺動脈弁閉鎖不全症，急性心筋炎，心
　筋症，拡張型心筋症，閉塞性肥大型心筋症，房室ブロック，左脚ブロ
　ック，右脚ブロック，心停止，発作性頻拍，上室性頻拍，心房細動，
　不整脈，期外収縮，洞不全症候群，心不全，うっ血性心不全

 ０９０４ くも膜下出血 　くも膜下出血，脳動脈瘤出血，くも膜下出血の続発・後遺症
（Ｉ60，Ｉ69.0）

 ０９０５ 脳内出血 　脳内出血，脳内出血の続発・後遺症
（Ｉ61，Ｉ69.1）

 ０９０６ 脳梗塞 　脳梗塞，脳梗塞の続発・後遺症
（Ｉ63，Ｉ69.3）

 ０９０７ 脳動脈硬化（症） 　脳動脈のアテローム［粥状］硬化症，脳動脈硬化症
（Ｉ67.2）

 ０９０８ その他の脳血管疾患 　非外傷性硬膜下出血（注：外傷性硬膜下出血は1902へ），脳卒中，脳
　血栓症
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 疾病分類 　　疾病分類項目
   　　分　類　項　目　に　含　ま　れ　る　主　な　疾　患

 コ ー ド  （基本分類コード）
（Ｉ62，Ｉ64－Ｉ67.1, 　椎骨動脈・脳底動脈・頚動脈の閉塞及び狭窄，脳動脈の閉塞及び狭窄，
Ｉ67.3－Ｉ68,Ｉ69.2, 　進行性血管性白質脳症，高血圧性脳症，もやもや病（ウイリス動脈輪
Ｉ69.4－Ｉ69.8） 　閉塞症）

 ０９０９ 動脈硬化（症） 　アテローム［粥状］硬化症（大動脈，腎動脈，四肢の動脈）（注：冠
（Ｉ70） 　動脈のアテロームは0902へ，肺動脈は0903へ，脳動脈は0907へ，腸間

　膜動脈は1112へ）

 ０９１０ 痔核 　痔核，内痔核，外痔核，（注：妊娠，分娩及び産じょくの合併症は
（Ｉ84） 　1504へ）

 ０９１１ 低血圧（症） 　低血圧症，特発性低血圧症，起立性低血圧症，起立性調節障害，（注
（Ｉ95） 　：神経原性起立性低血圧症，シャイ・ドレーガー症候群は0605へ）

 ０９１２ その他の循環器系の疾 　リウマチ熱（心臓併発症の記載のないリウマチ熱），リウマチ性舞踏
　患 　病（心臓併発症を伴わないリウマチ性舞踏病），肺塞栓症（注：妊娠，
（Ｉ00－Ｉ99の残り） 　分娩及び産じょくに伴う肺塞栓症は1504へ），肺動脈瘤，大動脈瘤，

　解離性大動脈瘤，レイノー病，レイノー症候群，閉塞性血栓血管炎
　（バージャー病），動脈塞栓症及び血栓症，レリシュ症候群，血栓性
　静脈炎，門脈塞栓症，バッド・キアリ症候群，遊走性血栓性静脈炎，
　下肢の静脈瘤（注：妊娠，分娩及び産じょくの合併症は1504へ），食
　道静脈瘤，非特異性リンパ節炎，リンパ管炎

 ［Ⅹ］ 呼吸器系の疾患（Ｊ００－Ｊ９９）

 １００１ 急性鼻咽頭炎［かぜ］ 　急性鼻咽頭炎（かぜ），感染性鼻咽頭炎（注：慢性鼻咽頭炎は1011へ
　＜感冒＞ 　），鼻かぜ，鼻カタル，鼻炎，急性鼻炎（注：慢性鼻炎は1011へ，血
（Ｊ00） 　管運動性鼻炎，アレルギー性鼻炎は1006へ） 

 １００２ 急性咽頭炎及び急性扁 　急性咽頭炎，急性咽頭痛，潰瘍性咽頭炎，化膿性咽頭炎（注：猩紅熱
　桃炎 　は0109へ），急性扁桃炎
（Ｊ02－Ｊ03）

 １００３ その他の急性上気道感 　急性副鼻腔炎，急性副鼻腔膿瘍，急性喉頭炎，急性気管炎，急性喉頭
　染症 　気管炎，急性閉塞性喉頭炎（クループ），急性喉頭蓋炎，急性喉頭咽
（Ｊ01，Ｊ04－Ｊ06） 　頭炎

 １００４ 肺炎 　ウイルス肺炎，アデノウイルス肺炎，ＲＳウイルス肺炎，パラインフ
（Ｊ12－Ｊ18） 　ルエンザウイルス肺炎，その他のウイルス肺炎，（注：インフルエン

　ザウイルスによる肺炎，えん［嚥］下性肺炎は1011へ），細菌性肺炎
　（肺炎レンサ球菌，インフルエンザ菌，肺炎桿菌，緑膿菌による肺炎，
　マイコプラズマ肺炎，その他の細菌性肺炎），クラミジア肺炎，
　（注：先天性肺炎は1602へ）
　　　　

 １００５ 急性気管支炎及び急性 　急性気管支炎（マイコプラズマ，インフルエンザ菌，レンサ球菌，コ
　細気管支炎 　クサッキーウイルス，パラインフルエンザウイルス，ＲＳウイルス，
（Ｊ20－Ｊ21） 　ライノウイルス，エコーウイルス等による急性気管支炎），急性細気

　管支炎（ＲＳウイルス等による急性細気管支炎），（注：慢性気管支
　炎は1009へ）

 １００６ アレルギー性鼻炎 　血管運動性鼻炎，アレルギー性鼻炎（鼻アレルギー）（注：喘息を伴
（Ｊ30） 　うアレルギー性鼻炎は1010へ），慢性鼻漏，花粉症，枯草熱

 １００７ 慢性副鼻腔炎 　慢性副鼻腔炎（注：急性副鼻腔炎は1003へ），（慢性）副鼻腔膿瘍，
（Ｊ32） 　蓄膿症

 １００８ 急性又は慢性と明示さ 　急性又は慢性と明示されていない気管支炎（注：15歳未満の場合は明
　れない気管支炎 　示されていなくても急性と推測できるので1005へ）
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 疾病分類 　　疾病分類項目
   　　分　類　項　目　に　含　ま　れ　る　主　な　疾　患

 コ ー ド  （基本分類コード）
（Ｊ40）

 １００９ 慢性閉塞性肺疾患 　慢性気管支炎（注：急性気管支炎・15歳未満の気管支炎は1005へ，15
（Ｊ41－Ｊ44） 　歳以上の急性又は慢性と明示されていない気管支炎は1008へ），単純

　性慢性気管支炎，粘液膿性慢性気管支炎，喘息性慢性気管支炎，気腫
　性慢性気管支炎，慢性気管炎，慢性気管気管支炎，肺気腫，その他の
　慢性閉塞性肺疾患

 １０１０ 喘息 　喘息，アレルギー性喘息，喘息を伴うアレルギー性鼻炎，アトピー性
（Ｊ45－Ｊ46） 　喘息，内因性非アレルギー性喘息，喘息性気管支炎，気管支喘息，小

　児喘息，喘息発作重積状態

 １０１１ その他の呼吸器系の疾 　インフルエンザウイルスによる肺炎・気管支肺炎，慢性鼻炎，慢性鼻
　患 　咽頭炎，慢性咽頭炎，慢性咽頭痛，鼻ポリープ，鼻たけ，鼻中隔弯曲
（Ｊ00－Ｊ99の残り） 　症，鼻甲介肥厚，慢性扁桃炎，扁桃肥大，アデノイド肥大，扁桃周囲

　膿瘍，慢性喉頭炎，慢性喉頭気管炎，喉頭筋麻痺，声帯麻痺，声帯ポ
　リープ，喉頭浮腫,咽頭周囲膿瘍，気管支拡張症，珪肺，石綿［アス
　ベスト］肺，えん［嚥］下性肺炎，成人呼吸窮促迫症候群（ＡＲＤＳ）
　，肺水腫，好酸球性喘息，肺胞たんぱく症，特発性肺線維症，肺膿瘍，
　膿胸，膿気胸，胸水，滲出性胸膜炎，胸膜肥厚，胸膜斑，気胸（注：
　結核性は0102へ，外傷性は1902へ），血胸，血気胸，急性呼吸不全

 ［ⅩⅠ］消化器系の疾患（Ｋ００－Ｋ９３）

 １１０１ う蝕 　う蝕（むしば）
（Ｋ02）

 １１０２ 歯肉炎及び歯周疾患 　（急性・慢性）歯肉炎，（急性・慢性）歯周炎，歯周症
（Ｋ05）

 １１０３ その他の歯及び歯の支 　歯の発育及び萠出の障害（無歯症，過剰歯，斑状歯），埋伏歯，歯石，
　持組織の障害 　歯肉縁上歯石，（急性・慢性）歯髄炎，化膿性歯髄炎，歯根のう胞，
（Ｋ00－Ｋ01，Ｋ03－ 　歯肉腫張，大顎症，小顎症，不正咬合，顎関節障害，不正咬合を含む
Ｋ04，Ｋ06－Ｋ08） 　歯・顎・顔面の異常，歯の位置異常

 １１０４ 胃潰瘍及び十二指腸潰 　胃潰瘍，（急性）胃びらん（注：急性出血性びらん性胃炎は1105へ），
　瘍 　十二指腸潰瘍，（急性）十二指腸びらん，胃十二指腸潰瘍，消化性潰
（Ｋ25－Ｋ27） 　瘍（注：新生児の消化性潰瘍は1602へ），（注：胃腸潰瘍，胃空腸潰

　瘍，胃結腸潰瘍［びらん］は1112へ）

 １１０５ 胃炎及び十二指腸炎 　胃炎，十二指腸炎（注：ゾリンジャー・エリソン症候群は0403へ），
（Ｋ29） 　急性出血性胃炎，急性びらん性胃炎（注：急性胃びらんは1104へ），

　急性胃炎，アルコール性胃炎，慢性萎縮性胃炎，胃萎縮，慢性胃炎，
　巨大肥厚性胃炎，メネトリエー病

 １１０６ アルコール性肝疾患   アルコール性肝疾患，アルコール性脂肪肝，アルコール性肝炎，アル
（Ｋ70） 　コール性肝線維症，アルコール性肝硬化症，アルコール性肝硬変，ア

　ルコール性肝不全，（注：アルコール性胃炎は1105へ，アルコール性
　慢性膵炎は1111へ）

 １１０７ 慢性肝炎（アルコール 　慢性肝炎，慢性持続性肝炎，慢性活動性肝炎，（注：慢性ウイルス肝
　性のものを除く） 　炎は0105へ，慢性アルコール性肝炎は1106へ，薬物性肝炎は1109へ）
（Ｋ73） 　

 １１０８ 肝硬変（アルコール性 　肝硬変（注：アルコール性肝硬変は1106へ），原発性胆汁性肝硬変，
　のものを除く） 　続発性胆汁性肝硬変，慢性非化膿性破壊性胆管炎，胆汁性肝硬変，門
（Ｋ74.3－Ｋ74.6） 　脈性肝硬変
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 疾病分類 　　疾病分類項目
   　　分　類　項　目　に　含　ま　れ　る　主　な　疾　患

 コ ー ド  （基本分類コード）
 １１０９ その他の肝疾患 　中毒性肝疾患，薬物性肝疾患，（注：アルコール性肝疾患は1106へ），

（Ｋ71－Ｋ72， 　（急性・亜急性・慢性）肝不全，肝性昏睡，肝性脳症，黄色肝萎縮，
Ｋ74.0－Ｋ74.2， 　肝細胞壊死，肝線維症，肝硬化症，肝膿瘍（注：アメーバ性肝膿瘍は
Ｋ75－Ｋ77） 　0101へ），門脈炎（門静脈炎），ルポイド肝炎，脂肪肝（注：アルコ

　ール性脂肪肝は1106へ），肝梗塞，肝静脈閉塞性疾患（注：バッド・
　キアリ症候群は0912へ），（注：門脈血栓症は0912へ），門脈圧亢進
　症，バンチ氏病，肝腎症候群

 １１１０ 胆石症及び胆のう炎 　胆石症，胆のう結石，胆管結石，（急性・慢性）胆のう炎，胆管胆の
（Ｋ80－Ｋ81） 　う炎，化膿性胆のう炎，胆のう膿瘍

 １１１１ 膵疾患 　（急性・慢性）膵炎，膵膿瘍，アルコール性慢性膵炎，膵のう胞，膵
（Ｋ85－Ｋ86） 　仮性のう胞，膵臓萎縮，膵臓壊死

 １１１２ その他の消化器系の疾 　顎骨髄炎，唾石症，ガマ腫，アフタ性口内炎，舌炎，地図状舌，食道
　患 　炎，逆流性食道炎，アカラシア，食道潰瘍，食道破裂，慢性腸炎，ア
（Ｋ00－Ｋ93の残り） 　レルギー性胃腸炎，胃腸炎，大腸炎(非感染性と明示のもの)，胃腸潰

　瘍，胃空腸潰瘍，胃結腸潰瘍［びらん］，ディスペプシア，急性胃
　拡張，肥厚性幽門狭窄（注：先天性又は乳児性幽門狭窄は1702へ），
　胃及び十二指腸のポリープ，急性虫垂炎，そ径ヘルニア，大腿［股］
　ヘルニア，臍ヘルニア，腹壁ヘルニア，横隔膜ヘルニア，（注：先天
　性食道裂孔ヘルニア・先天性横隔膜ヘルニアは1702へ），クローン病
　（限局性腸炎），潰瘍性大腸炎，虚血性大腸炎，腸間膜じゅく状硬化
　症，麻痺性イレウス，腸閉塞，腸重積症，大腸憩室（注：メッケル憩
　室は1702へ），過敏性腸症候群，便秘，機能性下痢，アレルギー性下
　痢，裂肛，痔瘻，直腸皮膚瘻，（注：膀胱直腸瘻は1404へ，直腸膣瘻
　は1408へ），肛門膿瘍，直腸膿瘍，肛門ポリープ，直腸ポリープ，肛
　門脱，直腸脱，腸穿孔（非外傷性），腹膜炎，腹膜癒着，腹腔内出血
　（注：外傷性腹腔内出血は1902へ），腸性吸収不良，ブラインドルー
　プ症候群，胃切除後症候群，ダンピング症候群，吐血，メレナ
  

 ［ⅩⅡ］皮膚及び皮下組織の疾患（Ｌ００－Ｌ９９）

 １２０１ 皮膚及び皮下組織の感 　ブドウ球菌性熱傷様皮膚症候群（ＳＳＳＳ），新生児天疱瘡，膿か
　染症 　［痂］疹（とびひ），皮膚膿瘍，せつ（フルンケル），よう（カルブ
（Ｌ00－Ｌ08）   ンケル），蜂巣炎，急性リンパ管炎，急性リンパ節炎，爪炎，爪周囲

　炎，毛巣のう胞，膿皮症

 １２０２ 皮膚炎及び湿疹 　アトピー性皮膚炎，ベニエ痒疹，脂漏性皮膚炎，おむつ皮膚炎（おむ
（Ｌ20－Ｌ30） 　つかぶれ），アレルギー性接触性皮膚炎，苔癬，慢性単純性苔癬，痒

　疹，貨幣状皮膚炎，自家感作性皮膚炎

 １２０３ その他の皮膚及び皮下 　天疱瘡，類天疱瘡，疱疹状皮膚炎，ジューリング病，乾癬，類乾癬，
　組織の疾患 　バラ色ひこう［粃糠］疹，扁平苔癬，じんま疹，多形紅斑，結節性紅
（Ｌ10－Ｌ14， 　斑，日焼け，放射線皮膚炎，円形脱毛症，多毛症，痤瘡（アクネ，に
Ｌ40－Ｌ98） 　きび），酒さ，毛包炎，あせも，白斑，肝斑（しみ），雀卵斑

　（そばかす），べんち［胼胝］腫，うおのめ（鶏眼），エリテマトー
　デス（紅斑性狼瘡）

 ［ⅩⅢ］筋骨格系及び結合組織の疾患（Ｍ００－Ｍ９９）

 １３０１ 炎症性多発性関節障害 　関節リウマチ（注：リウマチ熱は0912へ），フェルティー症候群，リ
（Ｍ05－Ｍ14） 　ウマチ性肺疾患，リウマチ性血管炎，その他の臓器及び器管系の併発

　症を伴う関節リウマチ，成人発症スチル病，（注：乾癬性脊椎炎は
　1203へ），痛風，鉛誘発性痛風，その他の結晶性関節障害，軟骨石灰
　化症，その他の関節炎（注：関節症は1302へ）

 １３０２ 関節症 　多発性関節症，関節障害を伴うヘバーデン結節，股関節症，膝関節症，
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 疾病分類 　　疾病分類項目
   　　分　類　項　目　に　含　ま　れ　る　主　な　疾　患

 コ ー ド  （基本分類コード）
（Ｍ15－Ｍ19） 　その他の関節症，変形性関節症（全身性変形性関節症，限局性変形性

　関節症，各種の変形性関節症）

 １３０３ 脊椎障害（脊椎症を含 　強直性脊椎炎，椎骨骨髄炎，炎症性脊椎障害，脊椎症，脊柱管狭窄
　む）
（Ｍ45－Ｍ49）

 １３０４ 椎間板障害 　頚部椎間板障害，頚部椎間板ヘルニア，胸部・胸腰部及び腰仙部椎間
（Ｍ50－Ｍ51） 　板障害

 １３０５ 頚腕症候群 　頚腕症候群，（注：胸郭出口症候群は0606へ，頚部椎間板障害は1304
（Ｍ53.1） 　へ）

 １３０６ 腰痛症及び坐骨神経痛 　腰痛症，坐骨神経痛（注：椎間板障害による坐骨神経痛は1304へ），
（Ｍ54.3－Ｍ54.5） 　坐骨神経痛を伴う腰痛症（注：椎間板障害によるものは1304へ），下

　背部痛，腰腹痛，下背部ストレイン

 １３０７ その他の脊柱障害 　脊柱前症弯，脊柱後症弯，脊柱側症弯，脊椎骨軟骨症［骨端症］，若
（Ｍ40－Ｍ43，Ｍ53.0，　年性脊椎骨軟骨症［骨端症］，ショイエルマン病，脊椎分離症，脊椎
Ｍ53.2－Ｍ53.9， 　すべり症(注：先天性は1702)，斜頚（注：先天性斜頚は1702へ）
Ｍ54.0－Ｍ54.2，
Ｍ54.6－Ｍ54.9）

 １３０８ 肩の傷害＜損傷＞ 　肩関節周囲炎，五十肩，肩のインピンジメント症候群，肩の滑液包炎
（Ｍ75）

 １３０９ 骨の密度及び構造の障 　骨粗しょう症（オステオポローシス），成人骨軟化症（注：くる病は
　害 　0403へ）（注：腎性骨ジストロフィー［異栄養症］は1404へ）
（Ｍ80－Ｍ85）

 １３１０ その他の筋骨格系及び 　化膿性関節炎，ライター病，趾四肢の後天性変形，外反母趾，膝蓋骨
　結合組織の疾患 　の障害，膝内障，その他の関節内障，関節拘縮，関節強直，その他の
（Ｍ00－Ｍ99の残り） 　関節障害，結節性多発動脈炎，アレルギー性肉芽腫性血管炎，皮膚粘

　膜リンパ節症候群（川崎病），過敏性血管炎，グッドパスチャー症候
　群，血栓性血小板減少性紫斑病（注：特発性血小板減少性紫斑病は
　0302ヘ），ウェジナー肉芽腫症，大動脈弓症候群（高安病），全身性
　エリテマトーデス（全身性紅斑性狼瘡，ＳＬＥ），皮膚筋炎，全身性
　硬化症，強皮症，シェーグレン症候群，ベーチェット病，リウマチ性
　多発筋痛症，筋炎，感染性筋炎，筋拘縮，廃用性萎縮，筋ストレイン，
　滑膜炎，腱鞘炎，ばね指，滑膜及び腱の特発性断裂（注：外傷性のも
　のは1905へ），ガングリオン，アキレス腱炎，その他の軟部組織障害，
　腱付着部症，テニス肘，骨髄炎（注：顎骨髄炎は1112へ，椎骨骨髄炎
　は1303へ），骨壊死，阻血性骨壊死，特発性無菌性骨壊死，骨のパジ
　ェット［ページェット］病，若年性骨軟骨症，骨端症，ペルテス病，
　大腿骨頭すべり症

 ［ⅩⅣ］腎尿路生殖器系の疾患（Ｎ００－Ｎ９９）

 １４０１ 糸球体疾患及び腎尿細 　（急性・慢性）腎炎，（急性・慢性）糸球体腎炎，急速進行性腎炎症
　管間質性疾患 　候群，反復性及び持続性血尿（注：詳細不明の血尿は1800へ），ネフ
（Ｎ00－Ｎ16） 　ローゼ症候群，リポイドネフローゼ，先天性ネフローゼ症候群，

　（注：他に分類される疾患における糸球体障害はその疾患の所へ），
　（急性・慢性）尿細管間質性腎炎，膀胱尿管逆流，水腎症，膿腎，
　（急性・慢性）腎盂炎，薬物及び金属による腎症（ネフロパシー　），
　腎膿瘍，腎周囲膿瘍，（注：他に分類される疾患における腎尿細管間
　質性障害はその疾患の所へ），（急性・慢性）腎盂腎炎，慢性閉塞性
　腎盂腎炎　　（注：結石性腎盂腎炎は1403へ）
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 疾病分類 　　疾病分類項目
   　　分　類　項　目　に　含　ま　れ　る　主　な　疾　患

 コ ー ド  （基本分類コード）
 １４０２ 腎不全 　（急性・慢性）腎不全（注：高血圧を伴う慢性腎不全は0901へ），慢

（Ｎ17－Ｎ19） 　性尿毒症，尿毒症性ニューロパチー，尿毒症性心膜炎，（注：新生児
　尿毒症は1602へ）

 １４０３ 尿路結石症 　尿路結石，腎結石，腎石，腎内結石，尿管結石，結石性腎盂腎炎，膀
（Ｎ20－Ｎ23） 　胱結石，尿道結石

 １４０４ その他の腎尿路系の疾 　腎性骨ジストロフィー［異栄養症］，腎性くる病，腎性低身長，腎性
　患 　尿崩症（注：尿崩症は0403へ），萎縮腎，腎のう胞(後天性)，膀胱炎，
（Ｎ25－Ｎ39， 　神経因性膀胱，膀胱直腸瘻，膀胱憩室，尿道炎，尿道狭窄，尿失禁(反
Ｎ99.0－Ｎ99.1， 　射性・いつ流性等)（注：詳細不明の場合は1800へ）
Ｎ99.4－Ｎ99.9）

 １４０５ 前立腺肥大（症） 　前立腺肥大症（注：前立腺癌は0210へ）
（Ｎ40）

 １４０６ その他の男性生殖器の 　前立腺炎，精巣［睾丸］水瘤，精液瘤，精巣［睾丸］捻転，精巣［睾
　疾患 　丸］炎，精巣上体［副睾丸］炎，包茎，陰茎白斑症（ロイコプラキー
（Ｎ41－Ｎ51） 　），亀頭包皮炎，精巣［睾丸］の萎縮

 １４０７ 月経障害及び閉経周辺 　無月経，原発性無月経，続発性無月経，過多月経，機能性子宮出血，
　期障害 　不正子宮出血，月経困難症，閉経後出血，閉経期及び女性更年期状態，
（Ｎ91－Ｎ92，Ｎ94.0，　老人性［萎縮性］膣炎
Ｎ94.3－Ｎ95）

 １４０８ 乳房及びその他の女性 　乳腺炎，女性化乳房，卵管炎，卵巣炎，子宮内膜炎，骨盤腹膜炎，バ
　生殖器の疾患 　ルトリン腺炎，膣炎，外陰炎，外陰潰瘍，子宮内膜症，女性性器脱，
（Ｎ60－Ｎ90，Ｎ93， 　直腸膣瘻
Ｎ94.1－Ｎ94.2，
Ｎ96－Ｎ98，
Ｎ99.2－Ｎ99.3）

 ［ⅩⅤ］妊娠，分娩及び産じょく（Ｏ００－Ｏ９９）

 １５０１ 流産 　子宮外妊娠，胞状奇胎，子宮外妊娠破裂，稽留流産，自然流産，人工
（Ｏ00－Ｏ08） 　流産

 １５０２ 妊娠高血圧症候群 　子かん［癇］，妊娠浮腫，妊娠たんぱく尿，妊娠高血圧
（Ｏ10－Ｏ16）

 １５０３ 単胎自然分娩 　単胎自然分娩
（Ｏ80）

 １５０４ その他の妊娠，分娩及 　切迫流産，妊娠悪阻，妊娠中の下肢静脈瘤，妊娠中の痔核，妊娠中の
　び産じょく 　糖尿病，仰臥位低血圧症候群，多胎妊娠，羊水過多症，羊水過小症，
（Ｏ20－Ｏ75， 　前期破水，前置胎盤，胎盤早期剥離，過期妊娠，早産，陣痛微弱，遷
Ｏ81－Ｏ99） 　延分娩，胎児骨盤不均衡による分娩中止，会陰裂傷，子宮破裂，帝王

　切開，多胎分娩，産じょく性敗血症，羊水塞栓症

 ［ⅩⅥ］周産期に発生した病態（Ｐ００－Ｐ９６）

 １６０１ 妊娠及び胎児発育に関 　胎児発育遅延，胎児栄養失調，低出産体重児，未熟児，巨大児
　連する障害
（Ｐ05－Ｐ08）

 １６０２ その他の周産期に発生 　出産外傷，帽状腱膜下出血，エルプ麻痺，クルンプケ麻痺，子宮内低
　した病態 　酸素症，出生児仮死，新生児呼吸窮促迫症候群（ＩＲＤＳ），先天性
（Ｐ00－Ｐ04， 　肺炎，胎便吸引症候群，ウイルソン・ミキティ症候群，気管支肺異形
Ｐ10－Ｐ96） 　成，先天性風疹症候群，新生児結膜炎，新生児涙のう炎，新生児吐血，
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 疾病分類 　　疾病分類項目
   　　分　類　項　目　に　含　ま　れ　る　主　な　疾　患

 コ ー ド  （基本分類コード）
　新生児メレナ，胎児水腫，核黄疸，新生児低体温，新生児けいれん，
　新生児消化性潰瘍，新生児ビタミン欠乏症，新生児糖尿病，新生児多
　血症，新生児非感染性下痢症

 ［ⅩⅦ］先天奇形，変形及び染色体異常（Ｑ００－Ｑ９９）

 １７０１ 心臓の先天奇形 　総動脈幹症，心室中隔欠損症，心房中隔欠損症，ファロー四徴症，エ
（Ｑ20－Ｑ24） 　プスタイン奇形，右胸心，先天性冠状動脈瘤

 １７０２ その他の先天奇形，変 　無脳症，小頭症，先天性水頭症，二分脊椎，脊椎破裂，アーノルド・
　形及び染色体異常 　キアリ症候群，先天性白内障，先天性緑内障，動脈管開存症，大動脈
（Ｑ00－Ｑ18， 　縮窄症，肺分画症，口蓋裂，唇裂，食道閉鎖，食道憩室，先天性肥厚
Ｑ25－Ｑ99） 　性幽門狭窄，先天性食道裂孔ヘルニア，メッケル憩室，ヒルシュスプ

　ルング病，胆道閉鎖症，先天性胆道拡張症，輪状膵，先天性膵のう胞，
　双角子宮，先天性膣欠損，停留精巣［睾丸］，尿道下裂，仮性半陰陽，
　多発性のう胞腎，先天性股関節脱臼，先天性斜頚，多指［趾］症，合
　指［趾］症，骨形成不全症，大理石骨症，先天性横隔膜ヘルニア，臍
　帯ヘルニア，腹壁破裂，フォンレックリングハウゼン病，結節性硬化
　症，ダウン症候群，ターナー症候群，クラインフェルター症候群

 ［ⅩⅧ］ 症状，徴候及び異常臨床所見・異常検査所見で他に分類されないもの（Ｒ００－Ｒ９９）

 １８００ 症状，徴候及び異常臨 ［循環器系及び呼吸器系に関する症状及び徴候］　詳細不明の頻脈，
　床所見・異常検査所 　  徐脈，心雑音，鼻出血，喀血，血痰，咳，呼吸困難，喘鳴，咽
　見で他に分類されな  　 喉痛，呼吸停止，
　いもの ［消化器系及び腹部に関する症状及び徴候］　腹痛，急性腹症，骨
（Ｒ00－Ｒ99） 　  盤痛，悪心，嘔吐，胸やけ，嚥下障害，肝腫大，脾腫，腹水，

［皮膚及び皮下組織に関する症状及び徴候］　皮膚感覚障害，チア
　　ノーゼ，蒼白，顔面紅潮，
［神経系及び筋骨格系に関する症状及び徴候］　異常不随意運動，
　　振戦，ふるえ，失調性歩行，麻痺性歩行，テタニー，髄膜症
　　（メニンギスムス），異常反射，姿勢異常，
［腎尿路系に関する症状及び徴候］　排尿困難，膀胱しぶり，排尿痛，
　　詳細不明の血尿（注：反復性又は持続性血尿は1401へ），尿閉，
　　無尿，乏尿，多尿，
［認識，知覚，情緒状態及び行動に関する症状及び徴候］　傾眠，
　　昏迷，昏睡，失見当識，健忘，めまい感，よろめき感，嗅覚障
　  害，味覚障害，幻聴，幻視，幻覚，情緒不安，
［言語及び音声に関する症状及び徴候］　失語，構音障害，失認，
　　失行，かすれ声
［全身症状及び徴候］　不明熱，頭痛，倦怠感，疲労，老衰，熱性
　　けいれん，ショック，エンドトキシンショック，リンパ節腫大，
　　浮腫，水腫，食欲不振（注：神経性無食欲症は0507へ），多飲，
　  口渇，多食症，悪液質，低体温(低温環境に伴わないもの)，太
　　鼓ばち指，
［各種検査の異常所見］  血液検査の異常所見，耐糖能障害，尿検
    査の異常所見，その他の体液・検査及び組織の検査の異常所見，
    画像診断及び機能検査における異常所見，頭蓋内占拠性病変
　　（ＳＯＬ），
［診断名不明確及び原因不明の死亡］　乳幼児突然死症候群（ＳＩ
    ＤＳ），その他の突然死

 ［ⅩⅨ］損傷，中毒及びその他の外因の影響（Ｓ００－Ｔ９８）

 １９０１ 骨折 　頭蓋骨骨折，顔面骨骨折，頚椎骨折，胸椎骨折，胸骨骨折，肋骨骨折，
（Ｓ02，Ｓ12，Ｓ22， 　腰椎骨折，鎖骨骨折，大腿骨骨折
Ｓ32，Ｓ42，Ｓ52，
Ｓ62，Ｓ72，Ｓ82，
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Ｓ92，Ｔ02，Ｔ08，
Ｔ10，Ｔ12）

 疾病分類 　　疾病分類項目
   　　分　類　項　目　に　含　ま　れ　る　主　な　疾　患

 コ ー ド  （基本分類コード）

 １９０２ 頭蓋内損傷及び内臓の 　頭蓋内損傷，脳振とう，外傷性硬膜外出血，外傷性硬膜下出血，外傷
　損傷 　性くも膜下出血，心臓損傷，外傷性気胸，外傷性血胸，外傷性腹腔内
（Ｓ06，Ｓ26－Ｓ27， 　臓器損傷（脾損傷，肝損傷，膵損傷，子宮損傷）
Ｓ36－Ｓ37）

 １９０３ 熱傷及び腐食 　熱傷，腐食
（Ｔ20－Ｔ32）

 １９０４ 中毒 　薬物，薬剤及び生物学的製剤による中毒，アルコールの中毒作用（注
（Ｔ36－Ｔ65） 　：急性アルコール中毒は0502へ），有毒性食品の毒作用

 １９０５ その他の損傷及びその 　頭部，頚部，胸部，腹部，下背部，腰椎，骨盤部，肩，上腕，肘，前
　他の外因の影響 　腕，手首，手，股関節部，大腿，膝，下腿，足首，足等身体各部位の
（Ｓ00－Ｔ98の残り） 　表在損傷，外傷性切断，その他詳細不明の損傷，身体各部位の関節及

　び靱帯の脱臼・捻挫及びストレイン，異物侵入，放射線の作用，熱射
　病，日射病，低体温症(低温環境)，凍瘡（しもやけ），気圧性外傷，
　窒息，虐待症候群，外傷の早期合併症，外傷性ショック，外傷性無尿，
　コンパートメント症候群，輸液，輸血及び治療用注射に続発する合併
　症，不適合血液輸血，血清によるアナフィラキシーショック，処置の
　合併症，挿入物及び移植片の合併症，移植臓器の拒絶反応，損傷，中
　毒及びその他の外因による影響の続発・後遺症

 ［ⅩⅩⅡ］特殊目的用コード（Ｕ００－Ｕ９９）

 ２２１０ 重症急性呼吸器症候群 　重症急性呼吸器症候群［ＳＡＲＳ］
　［ＳＡＲＳ］
（Ｕ04）

 ２２２０ その他の特殊目的用コ
　ード
（Ｕ00－Ｕ99の残り）
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